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岩 手 町 

教育委員会 

広 報 紙 

２
月
19
日(

木)

～
２
月
26
日(

木)

の
８

日
間
、
沼
宮
内
高
校
の
生
徒
５
名
が
国
際
交

流
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

滞
在
中
は
昨
年
に
岩
手
町
を
訪
れ
て
い

た
マ
ウ
ン
ト
テ
ン
プ
ル
校
生
徒
を
は
じ
め
と

す
る
学
生
達
の
家
庭
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
食
事
や
暮
ら
し
に
つ
い
て

体
験
し
た
ほ
か
、
日
本
語
ク
ラ
ス
の
あ
る
２

つ
の
学
校
へ
の
通
学
や
地
元
の
ホ
ッ
ケ
ー
チ

訪
問
あ 

ー
ム
で
の
練
習
参
加
な
ど
を
通
し
、
現
地
の

人
々
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

南
山
形
地
区
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
「
お
っ

ほ
小
学
校
」
が
制
作
し
た
お
っ
ほ
人
形
を
交

流
し
た
人
々
へ
贈
っ
た
り
、
学
校
の
授
業
の

中
で
岩
手
町
に
つ
い
て
紹
介
す
る
な
ど
、
町

の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

若
い
世
代
同
士
で
の
交
流
活
動
が
、
岩
手

町
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
繋
が
り
を
よ
り
深
め

る
た
め
に
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 
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ふれあい相談室から 

１
月
７
日(

水)

～
10
日(

土)

の

４
日
間
、
町
内
の
中
学
２
年
生
12

名
は
福
島
県
天
栄
村
に
あ
る
語
学

研
修
施
設
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル

ズ
」
で
英
語
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

研
修
は
全
て
英
語
で
行
わ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
発
祥
の
お
菓
子(

ス
コ
ー
ン)

作
り
や
ス
ポ
ー
ツ(

ク
リ
ケ
ッ
ト)

体

験
等
の
11
の
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
、
楽

し
み
な
が
ら
英
語
や
イ
ギ
リ
ス
文
化

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
研
修
後

の
報
告
会
で
「
こ
れ
か
ら
更
に
英
語

学
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
今
後

の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。 

 

 

今
年
度
も
、
ふ

れ
あ
い
相
談
室
に

は
た
く
さ
ん
の
相

談
が
あ
り
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
の

こ
と
で
心
配
・
お

悩
み
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

  

 

 

電話・来室相談について 

【受付日時】 

月・水・木・金曜日 09：00～15：30 

※木曜日：不登校対応支援員のみ 

【電話番号】 

岩手町役場 62-2111（内線 361） 

相談室直通 62-3552 

 

子どもの能力に 

応じた課題の対応を 

してほしいの 

ですが… 

 

子どもが学校 

を休んでいます。 

どう対応したら 

良いでしょう？ 

 

好き嫌いが多く、 

学校の給食を食べ 

られるか心配です。 

  子どもの話し方 

が気になります。 

どこに相談したら 

良いでしょう？ 

何かに夢中に 

なると、やるべき 

ことを忘れてしまう 

のが心配です。 

先生の話を 

聞いて行動できるか 

心配です。 

SNS利用で 

トラブルが起きました。 

どうしたら良い 

でしょうか？ 主な相談内容 

 

公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
体

験
学
習
を
通
し
て
様
々
な
こ
と
に

興
味
を
持
ち
、
学
び
を
育
む
た
め
の

交
流
の
場
と
し
て
「
青
少
年
学
級
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
各
分
館
の
活
動

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北山形公民館 親子で軽運動 

 
久保公民館 おせち作り 

 
水堀公民館 お菓子作り 

 
川口公民館 トライフルケーキ作り 

 
沼宮内公民館 

雪の結晶製作体験 

 
一方井公民館 

さつまいもスイーツ作り 
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指
定
文
化
財
を
学
ぶ 

な
ジ
ャ
ン
ル
の
踊
り
が
定
着

し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

各
団
体
の
伝
承
活
動
の
成

果
は
毎
年
11
月
に
開
催
の
郷

土
芸
能
発
表
会
で
披
露
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
観

覧
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
を

乗
り
越
え
、「
町
の
宝
」
を
後
世

へ
残
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
課
題
と
な
り
ま
す
。 

 

 

郷
土
芸
能
は
文
化
財
の
中

の
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
町
内
で
は
現
在

16
の
郷
土
芸
能
団
体
が
活
動

し
て
お
り
、
内
15
団
体
（
表
内

赤
字
）
は
町
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
活
動
を
休
止
し
て
い
る

「
北
山
形
よ
ね
踊
り
」
「
高
梨

七
ッ
踊
り
」「
一
方
井
神
楽
」
を

含
め
る
と
団
体
数
は
19
に
も

及
び
、
江
戸
時
代
に
交
通
の
要

衝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
様
々

な 

岩
手
町
の
郷
土
芸
能
に
つ
い
て 

名称 分類 

川口神楽 神楽 

黒内田植踊り 田植踊 

五日市獅子踊り 風流 

沼宮内七ッ踊り 風流 

浮島念仏剣舞 風流 

秋浦大名行列 奴振り 

川口きつね踊り 風流 

沼宮内駒踊り 風流 

北上川清流太鼓 和太鼓 

沼宮内甚句踊り 盆踊り 

南山形さんさ踊り 盆踊り 

一方井ヤンサカ踊り 盆踊り 

一方井七ッ踊 風流 

岩瀬張長者の山 盆踊り 

北山形しっしどかっか 盆踊り 

野原さんさ踊り 盆踊り 

 

 

 

１
月
18
日
（
日
）
、
岩
手
交
流
セ
ン
タ

ー
「
プ
ラ
ザ
あ
い
」
に
て
「学
校
・
地
域
で

と
も
に
つ
く
ろ
う 

教
育
の
ま
ち
推
進

大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

秋
田
大
学
非
常
勤
講
師
で
元
・
文
部

科
学
省
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
マ
イ

ス
タ
ー
の
皆
川
雅
仁
先
生
を
講
師
に
招

い
た
講
演
で
は
、
『
地
域
と
学
校
が
協

働
す
る
と
い
う
こ
と
』
と
い
う
演
題
の

も
と
、
皆
川
先
生
の
実
体
験
も
踏
ま
え

つ
つ
、
町
民
全
員
が
自
分
ご
と
と
し
て

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
よ
う
と
す
る
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
後
は
学
校
関
係
者
や

父
兄
か
ら
感
想
・
質
問
も
上
が
り
、
町

に
関
わ
る
人
達
が
教
育
に
つ
い
て
改
め

て
意
識
す
る 

て
意
識
す
る
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

講
演
後
は
岩
手
町
芸
術
祭
小
中
学

校
の
部
で
上
位
入
賞
し
た
各
学
校
代

表
者
へ
の
表
彰
、
今
年
度
の
各
種
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
児
童
・
生
徒

に
よ
る
成
果
発
表
も
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
今
年
１
年
で
成
長
し
た
姿
を
確

認
し
ま
し
た
。 
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編集・発行 ： 岩手町教育委員会事務局 社会教育課 0195-62-2111（内線 352） 

■アイルランドとの交流 

・イベントの開催を 

通じて異文化に触 

れる機会を提供 

・国際的な視野を 

持ち活躍できる若 

者の育成を図る 

国際交流の推進 

■芸術文化活動への支援 

・町民が主体となる芸術文化活動の支援 

・芸術に触れる機会や活動を披露する場の提供 

■「石神の丘美術館」の運営 
・「石神の丘美術館」を核としたまちづくりの推進 

・優れた作品に触れる企画展の開催 

■文化財の保護 
・指定文化財の適切な保護 

・文化財の重要性について 

の町民への周知 

・活用方法の検討 

・計画的な調査の実施 

・郷土芸能活動への支援 

・次世代の郷土芸能を担う 

人づくりの推進 

文化・芸術の振興 

■誰もがスポーツに親しめる環境づくり 

・町体育協会や町スポーツ推進委員との連携を深める 

・総合型地域スポーツクラブの活動支援 

・町民誰もが参加しやすい各種スポーツ行事づくり 

■競技スポーツの振興 

・関係団体等と連携し、町技 

ホッケーをはじめとした各種 

競技スポーツの魅力を発信 

・普及活動に積極的に取り組 

み、競技人口の確保と競技力 

の向上を図る 

生涯スポーツの推進 

■学びの機会の提供 

・町の魅力や特性等の情報を「いわてまち学」として提供 

・住民の学習ニーズや地域課題に応じた講座の提供 

・貸出サービスの充実、ボランティアや学校との連携、各種

事業の実施により、親しみやすく利用しやすい図書館環境

の整備 

■コミュニティ・スクールの推進 
・学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）」を基盤と

し、「地域とともにある学校づくり」を推進 

・各地域にある貴重な教育的資源の活用 

社会教育の充実 

■確かな学び、豊かな学びの推進 

・学力の向上を図るためのＣＡＰＤサイクルの実施 

・ファミリースクールによる研究授業への取組 

・外国語指導助手によるコミュニケーション学習の提供 

・「中学生国内英語研修」による外国語教育の充実 

・英語検定・漢字検定の受講料の半額助成 

・各校に学習（特別）支援指導員を配置 

・ＩＣＴ支援員を配置し、ICT教育を支援 

・まちづくりの主体者を育む「いわてまち学」の実施 

・幼保小「架け橋期」カリキュラムの推進 

・いじめが発生しない環境の整備 

・家庭・学校・教育委員会が一体となり、心の問題に対応 

・経済的理由等により就学が困難な場合の援助実施 

・育英資金事業による経済的支援を実施 

・安全・安心で地場産品を活用した学校給食の提供 

・栄養士による「食に関する指導」を実施 

・保護者の給食費負担軽減を町単独で支援 

・中学校の運動部・文化部における地域活動を推進 

・児童生徒の安全な学習環境の整備 

・スクールガードリーダー等による登下校の見守り活動 

・「おはよう おかえり ８・３運動」の実施 

・通学路安全点検による登下校時の安全確保 

■統合新設中学校（北泉中学校）整備 

・校舎及び屋内運動場、併設する学校給食センターの建設

工事の実施（令和10年２月完成予定） 

・校歌、校章、校訓、学校教育目標などを順次制定 

・統合前の生徒交流事業などの準備実施 

・全中学校で閉校準備委員会を組織し、閉校に向けて準備 

■県立沼宮内高校の魅力化推進 

・沼宮内高等学校教育振興会に対する支援 

・基礎学力向上を目的とした公営塾を実施 

・学生寮を新増築し、学生寮の収容能力を拡大 

・地域行事への積極的な参加や文化祭等での交流を通じ

て、沼宮内高校の教育活動や魅力を広く発信 

学校教育の充実 

 
令和８年度の基本的な考え方、 

主な事業をお知らせします。 令和８年度教育行政方針 

 

 

 


